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------------------------------------------------------------------------------- 

医学部看護学科ハラスメント対策委員会は、ハラスメントの実態把握と防止策の評価を目的に、毎年度、看護

学科学生および看護学専攻院生を対象に調査を行っています。令和４年度は、令和５年１月～３月に調査を行い

ました。調査にご協力をいただき、ありがとうございました。以下、調査結果をお伝えします。 

看護学科では、皆さんの声を真摯に受けとめ、看護学を共に探究する関係を築き、皆さんの学修を適切に支

援するよう努めて参ります。なお、調査結果に対するご意見やご質問は、看護学科長までご連絡ください。 

------------------------------------------------------------------------------- 

１．回収数・回収率(表１) 

学生・院生 261人に調査を依頼した結果、回収数は84人（32.2％）であり、昨年より回収率が低かった。 

 

２．ハラスメントと思われる行為を受けた経験（表２） 

令和４年４月～調査時点において、「ハラスメントと思われる行為を受けた経験」について、「経験がある」と

答えた者は５人（6.0％）で、昨年度の 15 人（10.3％）と比較すると低かった。ハラスメントと思われる行為の

内容（自由記述）は、「他学生と異なる対応」、「威圧的な態度」であり、昨年度と同様の意見であった。 

また、学年別の内訳は、１、２年生０人、３年生２人、４年生１人、属性不明２人であった。「経験がある」と回答

した学年は、３、４年生であり、臨地実習中での経験と推測される。臨地実習期間が長期にわたること、実習で

求められるパフォーマンスが講義で求められるパフォーマンスとは変化すること等、学習環境や内容、指導方

法が関連していると考えられる。教員は、教員の態度や言動が学生の学修に強く影響することを認識し、指導

にあたる必要がある。また、教員および学生間のお互いの意見の共有に課題があることが推測でき、建設的

なコミュニケーションにむけて対話のある関係を構築する必要があると思われる。 

 

３．大学のハラスメント予防・解決に向けた取り組みに対する認知度 

大分大学のイコール・パートナーシップ推進宣言やハラスメント相談システムを知っていると回答した者は１

～２割程度であった。また、成績不服に関する申立て制度を知っていると回答した者は、看護学科学生が２～５

割、大学院生が８割であった。 

大学のハラスメント対策については、４月の学年別オリエンテーションにおいて説明を行っているが、学生の

認知度は低い。学生がハラスメント防止に向けた仕組みを知り活用できるよう、「大分大学医学部看護学科ハ

ラスメント防止ガイドライン」の配布・掲示、チューターからの説明等を積極的に行う必要がある。 

 

４．ハラスメント対策の意見・要望（自由記述） 

７人（学部生６人、属性不明１人）より意見があった。「安心できてありがたい」、「ハラスメントに対して学生

の意見を受け止め改善されているように感じる」といった肯定的意見、「高圧的な態度は思った以上に学生を

傷つけることを認識してほしい」「感情的にならず論理的に指導してもらえればハラスメントとは感じづらい」

「長々と話さない」といった教員の指導のあり方についての意見がきかれた。また、「ハラスメント対策の実際

がよくわからない」という声もあった。 



   

 

 

 

 

 

 

 

     表２ ハラスメントと思われる行為を受けた経験                                              人（％） 

 対象 n ある ない 答えたくない 無回答 

2022 年度 1 年生 21 0 21(10０) 0 0 

 2 年生 23 0 21(91.３) 2(8.7) 0 

 3 年生 14 2(14.3) 12(85.７) 0 0 

 4 年生 19 1(5.3) 18(94.７) 0 0 

 大学院生 5 0 ５（１００） 0 0 

 所属不明 2 2(100) 0 0 0 

 総計 84 5(6.0) ７７(９１．７) 2(2.4) 0 

2021 年度 1 年生 39 1(2.6) 37(94.9) 1(2.6) 0 

 2 年生 25 0 25(100) 0 0 

 3 年生 41 4(9.8) 31(75.6) 6(14.6) 0 

 4 年生 25 4(16.0) 17(68.0) 4(16.0) 0 

 大学院生 8 0 6(75.0) 2(25.0) 0 

 所属不明 7 6(85.7) 0 1(14.3) 0 

 総計 145 15(10.3) 116(80.0) 14(9.7) 0 

2020 年度 1 年生 45 0 45(100) 0 0 

 2 年生 36 0 31(86.1) 5(13.9) 0 

 3 年生 47 3(6.4) 39(83.0) 5(10.6) 0 

 4 年生 54 1(1.9) 49(90.7) 4(7.4) 0 

 大学院生 11 1(9.1) 7(63.6) 3(27.3) 0 

 所属不明 5 0 2(40.0) 3(60.0) 0 

 総計 198 5(2.5) 173(87.4) 20(10.1) 0 

2019 年度 1 年生 43 1(2.3) 42(97.7) 0 0 

 2 年生 43 4(9.3) 37(86.0) 1(2.3) 1(2.3) 

 3 年生 21 0 21(100) 0 0 

 4 年生 34 5(14.7) 27(79.4) 2(5.9) 0 

 大学院生 10 1(10.0) 5(50.0) 2(20.0) 2(20.0) 

 所属不明 19 2(10.5) 14(73.7) 0 3(15.8) 

 総計 170 13(7.6) 146(85.9) 5(2.9) 6(3.5) 

 

表１ 回収結果一覧            人（％） 

属性 学生数 回収数 回収率 

1 年生 60 21 35.0％ 

2 年生 61 23 37.7％ 

3 年生 66 14 21.2％ 

4 年生 61 19 31.1％ 

大学院生 13 5 38.5％ 

不明 - 2 － 

全体 261 84 32.2％ 


